
共通参照レベル：話し言葉の質的側面 

 

 使用領域の幅 正確さ 流暢さ やり取り 一貫性 

C2 

細かい意味のニュアンス

を正確に伝えたり、強調し

たり、区別したり、あいま

いさを避けるために、いろ

いろな言語形式で自由に

言い換えができ、非常に柔

軟に考えを表現できる。慣

用表現、口語体表現も上手

に用いることができる。 

例えば、先を考えたり、他

人の反応に注意を向けな

がらも、複雑な言葉を文法

的に正しく使える。 

自然な流れの口語体で、あ

る程度の長さの自己表現

ができる。難しいところは

避け、修正を円滑に行い、

相手がそれと気がつかな

いぐらいである。 

非言語標識、あるいはイント

ネーション標識を選んで使

い、明らかに無理せずに、軽々

と上手に会話をすることがで

きる。発言の機会を自然に上

手につかみ、前の発言に言及

したり示唆したりしながら、

会話の流れに寄与することが

できる。 

適切に多様な談話構築手

法と幅広い接続表現、結束

手段を用いて、具体性があ

り、脈絡があり、また一貫

性のある談話をすること

ができる。 

C1 

幅広い言葉の使いこなし

ができ、一般的、学術、仕

事、娯楽の幅広い話題につ

いて、言いたいことを制限

せずに、適切な文体ではっ

きりと自分を表現できる。 

文法的な正確さを大体に

おいて維持することがで

きる。誤りはめったにない

し、まず気づかれないし、

実際に犯したとしてもた

いていは自分で訂正でき

る。 

概念化が難しいときにの

み、言葉の自然な滑らかさ

が妨げられるが、それ以外

は、流暢に自然に、ほとん

ど苦労せずに自己表現で

きる。 

手持ちの談話表現からふさわ

しい語句を選んで、自分の話

を切り出したり、話を続ける

ことができる。自分の発言を

他の話や相手の発言に関係づ

けられる。 

談話構築手法、接続表現、

結束手段が使いこなせ、明

瞭で流れるような、構成の

整った話をすることがで

きる。 

B2+      

B2 

十分に言葉を使いこなす

ことができ、一般的な話題

についてなら、ある程度複

雑な文を用いて、言葉をわ

ざわざ探さなくても自分

の観点を示し、はっきりと

した説明をすることがで

きる。 

比較的高い文法能力を示

す。誤解を起こすような誤

りはしない。たいていの間

違いは自分で訂正できる。 

文例や表現を探すのに詰

まったりするが、気になる

ような長い休止はほとん

どなく、ほぼ同じテンポで

ある程度の長さで表現が

できる。 

いつもエレガントとはいかな

いが、適切に発言の機会を獲

得したり、必要なら会話を終

わらせることができる。身近

な話題の議論で、人の発言を

誘ったり、理解を確認したり、

話を展開させることができ

る。 

使うことができる結束手

段は限定されており、長く

話すとなるとぎこちなさ

があるが、発話を明瞭で一

貫性のある談話につなげ

ることができる。 

B1+      

B1 

家族、趣味、興味、仕事、

旅行、現在の出来事のよう

な話題について、流暢では

ないが、言い換えを使いな

がら表現するだけの語彙

を十分に有している。 

予測可能な状況で、関連し

た非常によく用いられる

「決まり文句」や文型をか

なり正確に使える。 

長い一続きの自由な発言

をするとき特に、文法を考

えたり語彙を探したりす

る際の言いよどみや言い

直しが多く、修正が目立つ

が、わかりやすく話を進め

ることができる。 

身近な個人的な関心事につい

て、一対一なら、話を始め、

続け、終わらせることができ

る。お互いの理解を確認する

ために、誰かが言ったことを

部分的に繰り返して言うこと

ができる。 

一連の短い、不連続な単純

な要素を連結し、並べてい

って、話ができる。 

A2+      

A2 

覚えたいくつかの言い回

しや数少ない語句、あるい

は定式表現、基本的な構文

を使って、日常の単純な状

況の中でなら、限られては

いるが情報を伝えること

ができる。 

まだ基本的な間違いが決

まったところで出てくる

が、いくつかの単純な構造

を正しく用いることがで

きる。 

休止が目立ち、話し出しの

仕方の間違いや、言い直し

が非常にはっきり見られ

るが、短い話ならできる。 

質問に答えられ、簡単な話に

対応することができる。自分

で会話を続けることができる

ほどには十分に理解できてい

ないことが多いが、話につい

ていっていることをわからせ

ることができる。 

‘and’「そして」、‘but’

「でも」、‘because’「なぜ

なら」などの簡単な接続表

現を使って単語の集まり

を結びつけることができ

る。 

A1 

個人についての情報や具

体的な状況に関する基本

的な語や言い回しは使え

る。 

限られた文法構造しか使

えず、構文も暗記している

範囲でのみ使える。 

 

表現を探したり、あまり知

らない語を発音したり、コ

ミュニケーションを修正

するためにつっかえ、つっ

かえ話すが、単発的な、予

め用意された発話ならす

ることができる。 

個人的な事柄について詳しく

質問をしたり、答えることが

できる。繰り返し、言い換え、

修正に完全に頼ったコミュニ

ケーションではあるが、簡単

な会話はできる。 

単語の集まりや個々の単

語を‘and’「そして」、 

‘then’「それで」などの

ごく基本的な接続表現を

使って結びつけることが 

できる。 
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